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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向する前後胴周り域およびそれら胴周り域の間に位置する股下域を有するとと
もに胴周り開口および一対の脚周り開口を有するパンツと、前後方向に前後域およびそれ
ら域の間に位置する中間域を有して前記パンツの内側に着脱可能に取り付けられる使い捨
ての排泄物収容パッドとから構成され、前記パッドの上面を貫通する第１開口が該パッド
の前域と中間域とのうちの少なくとも該中間域に形成され、前記第１開口を通過した排泄
物が前記パッドの内部に収容される着用物品において、
　前記パンツが、その内側に配置されて前記前後胴周り域間に延びる帯状の第１連結シー
トを備え、前記第１連結シートが、前記前後胴周り域の周縁部に固着された固定両端部と
、前記固定両端部間に位置する自由中間部とを有し、前記パッドの後域を挿入可能な挿入
口が、前記第１連結シートの自由中間部の横方向中央に形成され、
　前記パッドが、前記第１開口につながる第２開口が形成されて該パッドの上面に取り付
けられた第２連結シートを備え、前記第２連結シートが、前記第１開口を画成する開口周
縁部に固着された固定内周縁部と、前記パッドの前域から前方へ延出して前記第１連結シ
ートに止着手段を介して着脱可能な自由前部とを有し、
　前記着用物品では、前記パッドの前域と中間域とを前記第１連結シートの上面に位置さ
せるとともに、前記パッドの後域を前記挿入口に挿入して前記パンツと前記第１連結シー
トとの間に介在させ、前記第２連結シートの自由前部を前記止着手段を介して前記第１連
結シートの上面に止着することで、前記パッドが前記第１連結シートを介して前記パンツ
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に取り付けられることを特徴とする前記着用物品。
【請求項２】
　前記第２連結シートが、前記パッドの後域に位置して前記第１連結シートに止着手段を
介して着脱可能な自由後部を有し、前記着用物品では、前記第２連結シートの自由前部と
自由後部とを前記止着手段を介して前記第１連結シートの上面に止着することで、前記パ
ッドが前記第１連結シートを介して前記パンツに取り付けられる請求項１記載の着用物品
。
【請求項３】
　前記パッドが、肌当接側に位置して前記第１開口が形成された不透液性上部シートと、
肌非当接側に位置する不透液性下部シートと、前記上下部シートの間に介在して該下部シ
ートに接合された吸液性コアとから形成され、前記第２連結シートが、前記上部シートの
上面に取り付けられ、前記排泄物を収容する空間が、前記上部シートと前記下部シートと
の間に形成されている請求項１または請求項２に記載の着用物品。
【請求項４】
　前記パッドの後域が、該パッドの後方に向かって横方向へ末広がりの袋状を呈し、前記
後域の排泄物収容容積が、前記パッドの前域と中間域とのそれよりも大きい請求項１ない
し請求項３いずれかに記載の着用物品。
【請求項５】
　前記第１連結シートが、弾性的な伸縮性を有し、前記第１連結シートの自由中間部が、
前記パンツの股下域から上方へ離間している請求項１ないし請求項４いずれかに記載の着
用物品。
【請求項６】
　前記止着手段が、前記第２連結シートの自由前後部の下面に取り付けられたフック部材
、または、前記第２連結シートの自由前後部の下面に塗布された感圧型接着剤である請求
項１ないし請求項５いずれかに記載の着用物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パンツと、パンツに着脱可能に取り付けられる使い捨ての排泄物収容パッド
とから構成された着用物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　互いに対向する前胴周り域および後胴周り域とそれら胴周り域の間に位置する股下域と
を有するとともに胴周り開口および一対の脚周り開口を有するパンツと、パンツの内側に
取り付けられて前後胴周り域間に延びる吸液性パッドとから構成された使い捨て着用物品
がある（特許文献１参照）。パッドは、肌当接側に位置する透液性表面シートと、肌非当
接側に位置する不透液性裏面シートと、表裏面シートの間に介在してそれらシートに接合
された吸液性コアとから形成されている。パッドでは、コアの両端縁から延出する裏面シ
ートの両端部がパンツの前後胴周り域の周縁部に固着され、裏面シートの縦方向中央部が
パンツの股下域に固着されている。この着用物品では、排泄物が表面シートを透過してコ
アに吸収、保持される。
【０００３】
　また、透液性表面シートおよび不透液性裏面シートとそれらシートの間に介在する吸液
性コアとから排泄物を収容する吸収部が形成され、吸収部の周縁から上方へ延びる表裏面
シートが吸収部の上面を覆うカバーシート部分を形成し、カバーシート部分に囲繞された
開口が吸収部の中央に形成された縦長の排泄物処理パッドがある（特許文献２参照）。カ
バーシート部分の頂部には、環状に延びる伸縮性弾性部材が収縮可能に取り付けられてい
る。パッドは、裏面シートの下面に塗布された感圧型接着剤を介しておむつカバーの股下
域の内側に着脱可能に取り付けられ、おむつカバーとともに着用される。このパッドでは
、排泄物が開口を通過して吸収部に収容される。排泄物で汚れたパッドは、カバーから取
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り外された後、廃棄される。
【特許文献１】特開平９－５６７４６号公報
【特許文献２】特開平１２－４２０３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示の着用物品では、パッドがパンツに固定されているので、パッドが排
泄物で汚れたときに、パッドのみを交換することができず、物品自体を取り替えなければ
ならない。また、この物品は、パッドの内部に排泄物を収容する空間が形成されておらず
、多量の排泄物が排泄されると、パッドが排泄物を吸収しきれず、排泄物がパッドから漏
れてしまう場合がある。
【０００５】
　特許文献２に開示のパッドでは、それがおむつカバーの股下域に取り付けられるので、
カバーが着用位置からずれ下がると、それにともなってパッドがずれ下がり、着用者の肌
に対するパッドの当接状態を維持することができず、排泄物がパッドの外側に排泄されて
しまう場合がある。
【０００６】
　本発明の目的は、多量の排泄物を収容することが可能なパッドを有し、着用者の肌に対
するパッドの当接状態を維持することができ、排泄物を収容したパッドのみを交換するこ
とができる着用物品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するための本発明の前提は、互いに対向する前後胴周り域およびそれら
胴周り域の間に位置する股下域を有するとともに胴周り開口および一対の脚周り開口を有
するパンツと、前後方向に前後域およびそれら域の間に位置する中間域を有してパンツの
内側に着脱可能に取り付けられる使い捨ての排泄物収容パッドとから構成され、パッドの
上面を貫通する第１開口が該パッドの前域と中間域とのうちの少なくとも該中間域に形成
され、第１開口を通過した排泄物がパッドの内部に収容される着用物品である。
【０００８】
　前記前提における本発明の特徴は、パンツがその内側に配置されて前後胴周り域間に延
びる帯状の第１連結シートを備え、第１連結シートが、前記前後胴周り域の周縁部に固着
された固定両端部と、固定両端部間に位置する自由中間部とを有し、パッドの後域を挿入
可能な挿入口が第１連結シートの自由中間部の横方向中央に形成され、パッドが第１開口
につながる第２開口が形成されて該パッドの上面に取り付けられた第２連結シートを備え
、第２連結シートが、第１開口を画成する開口周縁部に固着された固定内周縁部と、パッ
ドの前域から前方へ延出して第１連結シートに止着手段を介して着脱可能な自由前部とを
有することにある。本発明では、パッドの前域と中間域とを第１連結シートの上面に位置
させるとともに、第１連結シートに形成された挿入口にパッドの後域を挿入して後域をパ
ンツと第１連結シートとの間に介在させ、第２連結シートの自由前部を止着手段を介して
第１連結シートの上面に止着することで、パッドが第１連結シートを介してパンツに取り
付けられる。
【０００９】
　本発明は、以下の実施態様を有する。
（１）本発明の実施態様の一例は、第２連結シートが、パッドの後域に位置して第１連結
シートに止着手段を介して着脱可能な自由後部を有する。この実施態様における発明では
、パッドの前域と中間域とを第１連結シートの上面に位置させるとともに、第１連結シー
トに形成された挿入口にパッドの後域を挿入して後域をパンツと第１連結シートとの間に
介在させ、第２連結シートの自由前部と自由後部とを止着手段を介して第１連結シートの
上面に止着することで、パッドが第１連結シートを介してパンツに取り付けられる。
（２）本発明の実施態様の他の一例は、パッドが、第１開口を有する不透液性上部シート
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と、上部シートの下方に位置する不透液性下部シートと、上下部シートの間に介在して該
下部シートに接合された吸液性コアとから形成され、排泄物を収容する空間が上部シート
と下部シートとの間に形成されている。
（３）本発明の実施態様の他の一例は、パッドの後域が該パッドの後方に向かって横方向
へ末広がりの袋状を呈し、後域の排泄物収容容積が前域と中間域とのそれよりも大きい。
（４）本発明の実施態様の他の一例は、第１連結シートが弾性的な伸縮性を有し、第１連
結シートの自由中間部がパンツの股下域から上方へ離間している。
（５）本発明の実施態様の他の一例は、止着手段が第２連結シートの自由前後部の下面に
取り付けられたフック部材または第２連結シートの自由前後部の下面に塗布された感圧型
接着剤である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に係る着用物品によれば、第２連結シートの自由前部を第１連結シートの上面に
止着し、第１連結シートを介して排泄物収容パッドをパンツに取り付けたときに、パッド
の前域と中間域とが第１連結シートの上面に位置して第１連結シートに固定されるので、
パッドがパンツ自体に取り付けられる場合と比較し、パンツの動きが直接パッドに伝わる
ことがなく、パンツが着用者の動作で動いたとしても、パッドがそれに追従して動くこと
はない。物品では、パンツが着用位置からずれ下がったとしても、それによってパッドが
ずれ下がることはなく、着用者の肌に対するパッドの当接状態を維持することができ、排
泄物がパッドの外側に排泄されてしまうことはない。この物品は、パッドの後域がパンツ
と第１連結シートとの間に位置するので、物品に着用者の体圧がかかったとしても、パッ
ドの後域が潰れ難く、パッドの後域に収容された排泄物が第１開口から漏れ出してしまう
ことがない。物品は、排泄物を収容したパッドをパンツから取り外して廃棄することがで
き、パッドのみを交換することができるので、パンツを繰り返し使用することができる。
【００１１】
　第２連結シートがパッドの後域に位置して第１連結シートに止着手段を介して着脱可能
な自由後部を有する物品は、パッドをパンツに取り付けるときに、第２連結シートの自由
前部とともに自由後部が第１連結シートの上面に止着されるので、パッドを第１連結シー
トに確実に固定することができる。
【００１２】
　パッドが不透液性上部シートおよび不透液性下部シートとそれらシートの間に介在する
吸液性コアとから形成され、コアが下部シートに接合された着用物品は、空間に収容され
た排泄物をコアに吸収、保持させることができ、排泄物のパッドの外側への漏れを確実に
防ぐことができる。
【００１３】
　パッドの後域が前後方向後方に向かって横方向へ末広がりの袋状を呈し、後域の排泄物
収容容積がパッドの前域と中間域とのそれよりも大きい着用物品は、物品の着用中に多量
の排泄物が排泄されたとしても、排泄物のすべてをパッドの後域に収容することができる
。
【００１４】
　第１連結シートが弾性的な伸縮性を有し、第１連結シートの自由中間部がパンツの股下
域から上方へ離間している着用物品は、パンツの胴周り開口が広げられることにともなっ
て第１連結シートが前後方向へ延ばされ、第１連結シートがその収縮力でパッドを着用者
の肌に押し付けるので、着用者の肌に対するパッドの当接状態を確実に維持することがで
きる。この物品は、第１連結シートの自由中間部がパンツの股下域から上方へ離間してい
るので、パンツと第１連結シートの自由中間部との間に介在するパッドの後域が第１連結
シートによって潰されることはなく、パッドの後域に収容された排泄物の第１開口からの
漏れを確実に防ぐことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
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　添付の図面を参照し、本発明に係る着用物品の詳細を説明すると、以下のとおりである
。
【００１６】
　図１，２は、パンツ２１を破断した状態で示す着用物品２０Ａの斜視図と、パンツ２１
の部分破断斜視図とである。図１では、第２連結シート４７が第１連結シート３５に止着
され、排泄物収容パッド２２が連結シート３５を介してパンツ２１に取り付けられている
。図２では、パンツ２１からパッド２２が取り外されている。図１では、横方向を矢印Ｌ
、縦方向を矢印Ｍで示し、前後方向を矢印Ｎで示す。物品２０Ａは、パンツ２１と、パン
ツ２１の内側に着脱可能に取り付けられる排泄物収容パッド２２とから構成されている。
【００１７】
　パンツ２１は、疎水性繊維不織布から作られている。パンツ２１は、互いに対向する前
胴周り域２３および後胴周り域２５と、それら胴周り域２３，２５の間に位置する股下域
２４とを有する。パンツ２１では、前後胴周り域２３，２５の側部２６，２７が重なり合
い、それら胴周り域２３，２５の側部２６，２７が間欠的に並ぶ多数の熱融着部２８を介
して固着されている。パンツ２１には、胴周り開口２９と一対の脚周り開口３０とが形成
されている。
【００１８】
　胴周り開口２９を画成するパンツ２１の胴周り周縁部３１には、環状に延びる複数条の
胴周り用弾性部材３２が収縮可能に取り付けられている。脚周り開口３０を画成するパン
ツ２１の脚周り周縁部３３には、環状に延びる複数条の脚周り用弾性部材３４が収縮可能
に取り付けられている。それら弾性部材３２，３４は、接着剤（図示せず）を介してパン
ツ２１に固着されている。パンツ２１の内側には、前後胴周り域２３，２５間に位置して
前後方向へ延びる帯状の第１連結シート３５が配置されている。
【００１９】
　第１連結シート３５は、弾性的な伸縮性を有する疎水性繊維不織布から作られている。
連結シート３５は、パンツ２１の前後胴周り域２３，２５から股下域２４に向かって縦方
向下方へ弧を画いて延びている。連結シート３５は、前後胴周り域２３，２５の周縁部３
１に固着された固定両端部３６と、固定両端部３６間に位置する自由中間部３７とを有す
る。自由中間部３７は、パンツ２１に固着されておらず、パンツ２１の股下域２４から上
方に離間している。自由中間部３７の横方向中央には、自由中間部３７の横方向両側をわ
ずかに残して連結シート３５を裁断したスリット３８（挿入口）が形成されている。スリ
ット３８は、パンツ２１の股下域２４の前後方向中央に形成されて横方向へ延びている。
【００２０】
　図３，４は、前域４２の側から示す排泄物収容パッド２２の部分破断斜視図と、後域４
４の側から示すパッド２２の部分破断斜視図とであり、図５は、パッド２２から第２連結
シート４７と台紙４９とを分離した状態で示す分解斜視図である。図６，７は、図３の６
－６線矢視断面図と、図３の７－７線矢視断面図とである。図３，４では、横方向を矢印
Ｌ、前後方向を矢印Ｍで示し、厚み方向を矢印Ｎで示す。なお、上部シート３９や下部シ
ート４０、台紙４９の上面とは、着用者の肌に対向する面をいい、それらの下面とは、着
用者の肌に非対向の面をいう。
【００２１】
　パッド２２は、肌当接側に位置する不透液性上部シート３９と、肌非当接側に位置する
不透液性下部シート４０と、それらシート３９，４０の間に介在する吸液性コア４１とか
ら形成されている。パッド２２は、前後方向に前域４２および後域４４と、前後域４２，
４４の間に位置する中間域４３とを有する。パッド２２の前域４２と中間域４３とにおけ
る横方向中央には、上部シート３９を貫通する前後方向へ長い第１開口４５が形成されて
いる。パッド２２では、上部シート３９と下部シート４０とがパッド２２の厚み方向へ対
向し、それらシート３９，４０の間に開口４５を通過した排泄物を収容可能な空間４６が
形成されている。
【００２２】
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　上部シート３９の上面（パッド２２の上面）には、前後方向へ延びる第２連結シート４
７が取り付けられている。開口４５を画成する上部シート３９の開口周縁部４８には、上
下部シート３９，４０よりも高い剛性を有する台紙４９が取り付けられている。パッド２
２では、後域４４の面積が前域４２と中間域４３とのそれよりも大きく、後域４４がパッ
ド２２の前後方向後方に向かって横方向へ末広がりの袋状を呈する。後域４４の排泄物収
容容積は、前域４２と中間域４３とのそれよりも大きい。
【００２３】
　上部シート３９と下部シート４０とは、疎水性繊維不織布５０と通気不透液性プラスチ
ックフィルム５１とをラミネートした複合シートから形成されている。ゆえに、上下部シ
ート３９，４０の剛性は、台紙４９のそれよりも低い。上部シート３９と下部シート４０
とは、コア４１の周縁から周方向外方へ延びる周縁部５２が互いに重なり合った状態で水
密に固着されている。
【００２４】
　コア４１は、パッド２２の前後域４２，４４と中間域４３とに配置され、下部シート４
０の下面に接合されている。コア４１は、粒子状や繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフ
パルプとの混合物、または、粒子状や繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフパルプと熱可
塑性合成樹脂繊維との混合物であり、所定の厚みに圧縮されている。コア４１は、それの
型崩れを防止するため、全体がティッシュペーパーや親水性繊維不織布等の透液性シート
５３に包被されている。
【００２５】
　第２連結シート４７は、ウレタンフォームから作られている。第２連結シート４７には
、それを貫通する前後方向へ長い第２開口５４が形成されている。開口５４は、第１開口
４５と同形同大であり、開口４５につながっている。第２連結シート４７は、上部シート
３９の開口４５を画成する開口周縁部４８の上面に固着された固定内周縁部５５と、パッ
ド２２の前域４２から前後方向前方へ延出する自由前部５６と、パッド２２の後域４４に
位置する自由後部５７とを有する。自由前部５６と自由後部５７とは、上部シート３９に
固着されていない。自由前部５６の下面には、横方向へ離間して並ぶ円形のフック部材５
８（止着手段）が固着されている。自由後部５７の下面には、横方向へ離間して並ぶ円形
のフック部材５９（止着手段）が固着されている。
【００２６】
　台紙４９は、開口周縁部４８に沿って開口４５を囲繞するように環状に延びている。台
紙４９は、開口４５の側に位置する内周縁６０と、内周縁６０の反対側に位置する外周縁
６１とを有する。台紙４９は、その上面が上部シート３９の下面に固着されている。台紙
４９は、一対の第１折曲線６２と一対の第２折曲線６３とを介して折曲され、一対の第３
折曲線６４と一対の第４折曲線６５とを介して折曲されている。
【００２７】
　第１折曲線６２は、開口周縁部４８の前後方向前方に位置し、台紙４９の内外周縁６０
，６１間に延びている。第１折曲線６２は、横方向へ離間対向し、互いの離間寸法が台紙
４９の内周縁６０から外周縁６１に向かうにつれて次第に広がっている。第２折曲線６３
は、開口周縁部４８の前後方向後方に位置し、台紙４９の内外周縁６０，６１間に延びて
いる。第２折曲線６３は、横方向へ離間対向し、互いの離間寸法が台紙４９の内周縁６０
から外周縁６１に向かうにつれて次第に広がっている。台紙４９は、第１折曲線６２と第
２折曲線６３とにおいて開口周縁部４８の周方向外方へ凸となるように（山折り）折り曲
げられている。
【００２８】
　第３折曲線６４は、第１折曲線６２の間に位置し、台紙４９の内周縁６０において第１
折曲線６２から分岐して台紙４９の外周縁６１に達している。第３折曲線６４は、横方向
へ離間対向し、台紙４９の内周縁６０から外周縁６１に向かうにつれて第１折曲線６２か
ら次第に離間している。第４折曲線６５は、第２折曲線６３の間に位置し、台紙４９の内
周縁６０において第２折曲線６３から分岐して台紙４９の外周縁６１に達している。第４
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折曲線６５は、横方向へ離間対向し、台紙４９の内周縁６０から外周縁６１に向かうにつ
れて第２折曲線６３から次第に離間している。台紙４９は、第３折曲線６４と第４折曲線
６５とにおいて開口周縁部４８の周方向内方へ凸となるように（谷折り）折り曲げられて
いる。
【００２９】
　台紙４９は、開口周縁部４８の前後方向前方に位置して第１折曲線６２間に延びる前壁
６６と、開口周縁部４８の前後方向後方に位置して第２折曲線６３間に延びる後壁６７と
、前後壁６６，６７に連なって第１および第２折曲線６２，６３間に延びる両側壁６８と
に区画されている。台紙４９では、両側壁６８が後壁６７から前壁６６に向かって先細り
を呈し、後壁６７の面積が前壁６６のそれよりも大きい。前壁６６は、第３折曲線６４の
間に延びていて開口周縁部４８の前後方向後方へ向かって凹む台形状の中央部６９と、第
１および第３折曲線６２，６４の間に延びていて両側壁６８と対向する三角形状の両側部
７０とに区画されている。後壁６７は、第４折曲線６５の間に延びていて開口周縁部４８
の前後方向前方へ向かって凹む台形状の中央部７１と、第２および第４折曲線６３，６５
の間に延びていて両側壁６７と対向する三角形状の両側部７２とに区画されている。
【００３０】
　台紙４９の両側壁６７の外周縁６１には、透水性シート７３が横方向へ伸長下に取り付
けられている。透水性シート７３は、開口４５の直下における空間４６に位置し、両側壁
６７の外周縁６１に固着された固定両側部７４と、固定両側部７４間に延びる自由部７５
とを有する。透水性シート７３には、前後方向に所定寸法離間して横方向へ延びる複数条
の伸縮性弾性部材７６が収縮可能に取り付けられている。弾性部材７６は、横方向へ所定
の倍率に伸長させた状態でシート７３に固着されている。台紙４９の両側壁６８は、弾性
部材７６の収縮力によってパッド２２の横方向内方へ引き寄せられている。台紙４９は、
互いに対向する前後壁６６，６７が開口４５から下部シート４０に向かって末広がりに傾
斜し、互いに対向する両側壁６８が開口４５から下部シート４０に向かって末広がりに傾
斜している。台紙４９は、開口４５を頂として下部シート４０の上方へ凸となる立体的な
形状を呈する。
【００３１】
　開口周縁部４８は、台紙４９の前壁６６に延びる前部分７７と、両側壁６８に延びる両
側部分７８と、後壁６７に延びる後部分７９とに区画されている。開口周縁部４８では、
両側部分７８が後部分７９から前部分７７に向かって先細りを呈し、後部分７９の面積が
前部分７７のそれよりも大きい。前部分７７は、前壁６６の中央部６９に延びる中央部位
と、前壁６６の両側部７０に延びる両側部位とに区画されている。後部分７９は、後壁６
７の中央部７１に延びる中央部位と、後壁６７の両側部７２に延びる両側部位とに区画さ
れている。開口周縁部４８は、台紙４９の前後壁６６，６７の傾斜にともなって互いに対
向する前後部分７７，７９が開口４５から下部シート４０に向かって末広がりに傾斜し、
台紙４９の両側壁６８の傾斜にともなって互いに対向する両側部分７８が開口４５から下
部シート４０に向かって末広がりに傾斜している。開口周縁部４８は、台紙４９の前後壁
６６，６７と両側壁６８とに適従して下部シート４０の上方へ凸となる立体的な形状に変
形している。
【００３２】
　図８，９は、図１の８－８線矢視断面図と、図８の拡大図とである。なお、図８では、
パッド２２を二点鎖線の概略図で示している。第１連結シート３５にパッド２２を取り付
けるには、パッド２２の前域４２と中間域４３とを第１連結シート３５の上面に配置し、
パッド２２の後域４４をスリット３８からパンツ２１の後胴周り域２５の側に向かって挿
入し、後域４４をパンツ２１と第１連結シート３５との間に介在させる。次に、フック部
材５８を介して第２連結シート４７の自由前後部５６，５７の下面を第１連結シート３５
の上面に止着する。パッド２２の前域４２と中間域４３とは、第１連結シート３５に固定
される。パッド２２の後部４４は、第１連結シート３５に固定されることなく、パンツ２
１と第１連結シート３５との間に位置する。前域４２と中間域４３とはパンツ２１の股下
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域２４の略前半分に位置し、後域４４はパンツ２１の股下域２４の略後半分に位置する。
物品２０Ａの着用中に排泄された尿は、開口４５，５４を通過してパッド２２の空間４６
に収容されるとともに、コア４１に吸収、保持される。
【００３３】
　物品２０Ａは、第１連結シート３５を介して排泄物収容パッド２２をパンツ２１に取り
付けたときに、パッド２２の前域４２と中間域４３とが第１連結シート３５の上面に位置
して第１連結シート３５に固定されるので、パンツ２１の動きが直接パッド２２に伝わる
ことはなく、パンツ２１が着用者の動作で動いたとしても、パッド２２がそれに追従して
動くことはない。物品２０Ａでは、パンツ２１が着用位置からずれ下がったとしても、そ
れによってパッド２２がずれ下がることはなく、着用者の肌に対するパッド２２の当接状
態を維持することができ、尿がパッド２２の外側に排泄されてしまうことはない。物品２
０Ａは、パッド２２の後域４４がパンツ２１と第１連結シート３５との間に位置するので
、物品２０Ａに着用者の体圧がかかったとしても、パッド２２の後域４４が潰れ難く、後
域４４に収容された尿が開口４５から漏れ出してしまうことがない。物品２０Ａは、尿を
収容したパッド２２をパンツ２１から取り外して廃棄することができ、パッド２２のみを
交換することができるので、パンツ２１を繰り返し使用することができる。
【００３４】
　物品２０Ａは、パッド２２の後域４４が前後方向後方に向かって横方向へ末広がりの袋
状を呈し、後域４４の排泄物収容容積がパッド２２の前域４２と中間域４３とのそれより
も大きいので、物品２０Ａの着用中に多量の尿が排泄されたとしても、尿のすべてを後域
４４に収容することができる。また、パッド２２に収容された尿がコア４１に吸収、保持
されるので、空間４６に収容された尿の開口４５からの漏れを確実に防ぐことができる。
【００３５】
　物品２０Ａは、第１連結シート３５が弾性的な伸縮性を有するので、パンツ２１の胴周
り開口２９が着用者の胴部によって広げられることにともなって第１連結シート３５が前
後方向へ延ばされ、第１連結シート３５がその収縮力でパッド２２を着用者の肌に押し付
ける。ゆえに、物品２０Ａは、着用者の肌に対するパッド２２の当接状態を確実に維持す
ることができる。また、第１連結シート３５の自由中間部３７がパンツ２１の股下域２４
から上方へ離間しているので、パンツ２１と第１連結シート３５の自由中間部３７との間
に介在するパッド２２の後域４４が第１連結シート３５によって潰されることはなく、後
域４４に収容された尿の開口４５からの漏れを確実に防ぐことができる。
【００３６】
　物品２０Ａでは、下部シート４０の上方へ凸となる上部シート３９の開口周縁部４８の
前後部分７７，７８と両側部分７９とが尿に対する障壁を形成するので、尿が開口周縁部
４８を乗り越えることはなく、空間４６に収容された尿が開口４５からパッド２２の外側
に漏れることはない。物品２０Ａは、上部シート３９の開口周縁部４８に取り付けられた
台紙４９が上下部シート３９，４０よりも高い剛性を有するので、パッド２２の厚み方向
へわずかな圧がかかったとしても、台紙４９の剛性によって開口周縁部４８の立体的な形
状が保持され、開口周縁部４８が容易に潰れることはなく、開口周縁部４８が尿に対する
障壁としての機能を失うことはない。
【００３７】
　物品２０Ａは、第１および第３折曲線６２，６４の間に延びる台紙４９の前壁６６の両
側部７０が両側壁６８とともにパッド２２の厚み方向へかかる圧に対する支えとなり、第
２および第４折曲線６３，６５の間に延びる台紙４９の後壁６７の両側部７２が両側壁６
８とともにパッド２２の厚み方向へかかる圧に対する支えとなるので、パッド２２の厚み
方向にかかる圧に対する台紙４９の座屈強度が向上し、パッド２２の厚み方向へ多少の圧
がかかったとしても、開口周縁部４８が潰れることはなく、台紙４９によって開口周縁部
４８の立体的な形状を確実に保持することができる。
【００３８】
　物品２０Ａでは、弾性部材７６の収縮力によって台紙４９の両側壁６８どうしがパッド
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２２の横方向内方へ引き寄せられるので、台紙４９の立体的な形状を確実に維持すること
ができ、台紙４９と弾性部材７６とによって下部シート４０の上方へ凸となる開口周縁部
４８の立体的な形状を確実に保持することができる。物品２０Ａは、パッド２２の厚み方
向へ大きな圧がかかり、開口周縁部４８が潰れて台紙４９が扁平になったとしても、圧が
解除されると弾性部材７６の収縮力によって台紙４９が直ちに立体的な形状に復元し、そ
れによって開口周縁部４８が下部シート４０の上方へ凸となる立体的な形状に復元する。
物品２０Ａは、台紙４９の両側壁６８が後壁６７から前壁６６に向かって先細りを呈し、
後壁６７の面積が前壁６６のそれよりも大きいので、台紙４９の前壁６６と両側壁６８と
が着用者の股間部に納まり、開口周縁部４８が股間部において嵩張ることはない。
【００３９】
　台紙４９の剛性値は、２～４０ｍＮ・ｍの範囲にある。台紙４９の剛性値が２ｍＮ・ｍ
未満では、パッド２２の厚み方向へ圧がかかったときに、台紙４９が容易に潰れ、開口周
縁部４８を下部シート４０の上方へ凸となる立体的な形状に保持することができない。台
紙４９の剛性値が４０ｍＮ・ｍを超過すると、物品２０Ａの着用中に着用者の肌に当接す
る開口周縁部４８が着用者に不快な刺激を与える。なお、台紙４９の剛性値は、テーバー
法（ＪＩＳ Ｐ ８１２５）に準拠して測定した。その測定方法は、以下のとおりである。
【００４０】
（１）パッド２２に使用した台紙４９と同一のそれを裁断し、縦寸法５０ｍｍ×横寸法２
５ｍｍの測定用サンプルを作成した。剛性値の測定には、（株）安田精機製作所製のテー
バースティフネステスターを使用し、サンプルの縦方向と横方向との剛性値を測定した。
（２）次に、測定の手順を説明する。(ａ)サンプルの厚み（Ａ）を測定する。(ｂ)サンプ
ルを試験機のチャック（下側）の中心に触れる程度に挟み込む。(ｃ)支持ローラとサンプ
ルとの左右隙間の合計を（Ａ）×０．８０（ｍｍ）に調節する。(ｄ)補助おもり１／２を
上にかぶせる。(ｅ)サンプルを左右両方向に回転させ、１５度支持刻線と振り子の中心刻
とが一致した点で停止し、試験機の目盛りを読み取る。目盛りの左側の数値を（Ｂ）とし
、目盛りの右側の数値を（Ｃ）とする。
（３）サンプルの剛性値は、式：剛性値（Ｎ・ｃｍ）＝（（Ｂ）＋（Ｃ））／２×（補助
おもり係数）／１０００×９．８０７で算出した。算出したサンプルの縦横方向の剛性値
は、２～４０ｍＮ・ｍであり、サンプルの剛性値を台紙４９の剛性値とした。
【００４１】
　透水性シート７３に取り付けられた弾性部材７６の伸長応力は、０．０１～１．５Ｎの
範囲にある。弾性部材７６の伸長応力は、弾性部材１本の伸長応力である。弾性部材７６
の伸長応力が０．０１Ｎ未満では、弾性部材７６の収縮力によって台紙４９の両側壁６８
どうしをパッド２２の横方向へ十分に引き寄せることができず、パッド２２の厚み方向へ
かかる圧が解除されたときに、台紙４９が立体的な形状に復元しない場合があり、開口周
縁部４８が下部シート４０の上方へ凸となる立体的な形状に復元しない場合がある。弾性
部材７６の伸長応力が１．５Ｎを超過すると、弾性部材７６の収縮力によってパッド２２
の横方向へ引き寄せられた台紙４９の両側壁６８どうしが互いに当接し、開口４５がその
口を閉じてしまう場合がある。なお、弾性部材７６の伸長応力は、以下の方法で測定した
。
【００４２】
（１）透水性シート７３に取り付けた弾性部材７６と同一のそれを測定用サンプル（１本
）として用意した。伸長応力の測定には、島津製作所社製の引張り試験機を使用した。
（２）次に、測定の手順を説明する。サンプルの縦方向両端部を引張り試験機のチャック
で挟み（チャックによるサンプルの挟み寸法：約１０ｍｍ、サンプルのチャック間寸法：
約１００ｍｍ）、１００ｍｍ／ｍｉｎの速度でサンプルを縦方向へ引っ張り、サンプルを
３００％まで伸長させた後、伸長状態を解除する。再度、試験機を介して１００ｍｍ／ｍ
ｉｎの速度でサンプルを縦方向へ引っ張り、サンプルを２００％まで伸長させ、そのとき
の試験機にかかる力を測定した。ここで、サンプルを２００％まで伸長させるとは、たと
えば、サンプルのチャック間寸法が１００ｍｍの場合、サンプルを１００ｍｍに２．０を
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乗じた値である約２００ｍｍまで伸ばすことである。サンプルの伸長応力は０．０１～１
．５Ｎであり、サンプルの伸長応力を弾性部材７６の１本の伸長応力とした。
【００４３】
　図１０，１１は、パンツ２１を破断した状態で示す他の一例の着用物品２０Ｂの斜視図
と、前域４２の側から示す他の一例の排泄物収容パッド２２の部分破断斜視図とであり、
図１２，１３は、後域４４の側から示すパッド２２の部分破断斜視図と、パッド２２から
第２連結シート４７を分離した状態で示す分解斜視図とである。図１０では、横方向を矢
印Ｌ、縦方向を矢印Ｍで示し、前後方向を矢印Ｎで示す。図１１，１２では、横方向を矢
印Ｌ、前後方向を矢印Ｍで示し、厚み方向を矢印Ｎで示す。物品２０Ｂは、パンツ２１と
、パンツ２１の内側に着脱可能に取り付けられる排泄物収容パッド２２とから構成されて
いる。なお、パンツ２１や第１連結シート３５は、図１，２のそれと同一であるので、図
１，２と同一の符合を付してその説明は省略する。
【００４４】
　パッド２２は、肌当接側に位置する不透液性上部シート３９と、肌非当接側に位置する
不透液性下部シート４０と、それらシート３９，４０の間に介在する吸液性コア４１とか
ら形成されている。パッド２２は、前後方向に前域４２および後域４４と、前後域４２，
４４の間に位置する中間域４３とを有する。パッド２２の前域４２と中間域４３とにおけ
る横方向中央には、上面シート３９を貫通する前後方向へ長い第１開口４５が形成されて
いる。パッド２２では、上部シート３９と下部シート４０とがパッド２２の厚み方向へ対
向し、それらシート３９，４０の間に開口４５を通過した排泄物を収容可能な空間４６が
形成されている。
【００４５】
　上部シート３９の上面（パッド２２の上面）には、前後方向へ延びる第２連結シート４
７が取り付けられている。パッド２２では、後域４４の面積が前域４２と中間域４３との
それよりも大きく、後域４４がパッド２２の前後方向後方に向かって横方向へ末広がりの
袋状を呈する。後域４４の排泄物収容容積は、前域４２と中間域４３とのそれよりも大き
い。上部シート３９と下部シート４０とは、図１のそれと同一の複合シートから形成され
ている。上下部シート３９，４０は、コア４１の周縁から周方向外方へ延びる周縁部５２
が互いに重なり合った状態で水密に固着されている。コア４１は、パッド２２の前後域４
２，４４と中間域４３とに配置され、下部シート４０の上面に接合されている。コア４１
は、図１のそれと同一の混合物であり、全体がティッシュペーパーや親水性繊維不織布等
の透液性シート５３に包被されている。
【００４６】
　第２連結シート４７には、それを貫通する前後方向へ長い第２開口５４が形成されてい
る。開口５４は、第１開口４５と同形同大であり、開口４５につながっている。第２連結
シート４７は、上部シート３９の開口４５を画成する開口周縁部４８の上面に固着された
固定内周縁部５５と、パッド２２の前域４２から前後方向前方へ延出する自由前部５６と
、パッド２２の後域４４に位置する自由後部５７とを有する。自由前部５６と自由後部５
７とは、上部シート３９に固着されていない。自由前後部５６，５７の下面には、横方向
へ離間して並ぶ円形のフック部材５８，５９（止着手段）が固着されている。
【００４７】
　図１４，１５は、図１０の１４－１４線矢視断面図と、図１４の拡大図とである。なお
、図１４では、パッド２２を二点鎖線の概略図で示している。第１連結シート３５にパッ
ド２２を取り付けるには、パッド２２の前域４２と中間域４３とを第１連結シート３５の
上面に配置し、パッド２２の後域４４をスリット３８からパンツ２１の後胴周り域２５の
側に向かって挿入し、後域４４をパンツ２１と第１連結シート３５との間に介在させる。
次に、フック部材５８，５９を介して第２連結シート４７の自由前後部５６，５７の下面
を第１連結シート３５の上面に止着する。パッド２２の前域４２と中間域４３とは、第１
連結シート３５に固定される。パッド２２の後部４４は、第１連結シート３５に固定され
ることなく、パンツ２１と第１連結シート３５との間に位置する。前域４２と中間域４３
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とはパンツ２１の股下域２４の略前半分に位置し、後域４４はパンツ２１の股下域２４の
略後半分に位置する。物品２０Ｂの着用中に排泄された尿は、開口４５を通過してパッド
２２の空間４６に収容されるとともに、コア４１に吸収、保持される。
【００４８】
　物品２０Ｂは、第１連結シート３５を介して排泄物収容パッド２２をパンツ２１に取り
付けたときに、パッド２２の前域４２と中間域４３とが第１連結シート３５の上面に位置
して第１連結シート３５に固定されるので、パンツ２１の動きが直接パッド２２に伝わる
ことはなく、パンツ２１が着用者の動作で動いたとしても、パッド２２がそれに追従して
動くことはない。物品２０Ｂでは、パンツ２１が着用位置からずれ下がったとしても、そ
れによってパッド２２がずれ下がることはなく、着用者の肌に対するパッド２２の当接状
態を維持することができ、尿がパッド２２の外側に排泄されてしまうことはない。物品２
０Ｂは、パッド２２の後域４４がパンツ２１と第１連結シート３５との間に位置するので
、物品２０Ｂに着用者の体圧がかかったとしても、パッド２２の後域４４が潰れ難く、後
域４４に収容された尿が開口４５から漏れ出してしまうことがない。物品２０Ｂは、尿を
収容したパッド２２をパンツ２１から取り外して廃棄することができ、パッド２２のみを
交換することができるので、パンツ２１を繰り返し使用することができる。
【００４９】
　物品２０Ｂは、パッド２２の後域４４が前後方向後方に向かって横方向へ末広がりの袋
状を呈し、後域４４の排泄物収容容積がパッド２２の前域４２と中間域４３とのそれより
も大きいので、物品２０Ｂの着用中に多量の尿が排泄されたとしても、尿のすべてを後域
４４に収容することができる。また、パッド２２に収容された尿がコア４１に吸収、保持
されるので、空間４６に収容された尿の開口４５からの漏れを確実に防ぐことができる。
【００５０】
　物品２０Ｂは、第１連結シート３５が弾性的な伸縮性を有するので、パンツ２１の胴周
り開口２９が着用者の胴部によって広げられることにともなって第１連結シート３５が前
後方向へ延ばされ、第１連結シート３５がその収縮力でパッド２２を着用者の肌に押し付
ける。ゆえに、物品２０Ｂは、着用者の肌に対するパッド２２の当接状態を確実に維持す
ることができる。また、第１連結シート３５の自由中間部３７がパンツ２１の股下域２４
から上方へ離間しているので、パンツ２１と第１連結シート３５の自由中間部３７との間
に介在するパッド２２の後域４４が第１連結シート３５によって潰されることはなく、後
域４４に収容された尿の開口４５からの漏れを確実に防ぐことができる。
【００５１】
　それら物品２０Ａ，２０Ｂでは、図示はしていないが、第１連結シート３５を介してパ
ッド２２をパンツ２１に取り付けるときに、パッド２２の前域４２と中間域４３とを第１
連結シート３５の上面に配置し、パッド２２の後域４４をスリット３８からパンツ２１の
前胴周り域２３の側に向かって挿入してもよい。この場合は、前域４２と中間域４３とが
パンツ２１の股下域２４の略後半分に位置し、後域４４がパンツ２１の股下域２４の略前
半分に位置し、物品２０Ａ，２０Ｂの着用中に排泄された大便が開口４５を通過してパッ
ド２２の空間４６に収容されるとともに、コア４１に吸収、保持される。
【００５２】
　物品２０Ａ，２０Ｂでは、図示はしていないが、第２連結シート４７の自由後部５７を
省き、第２連結シート４７が固定内周縁部５５と自由前部５６とから形成されていてもよ
い。この場合は、フック部材５８（止着手段）を介して第２連結シート４７の自由前部５
６の下面を第１連結シート３５の上面に止着することで、パッド２２が第１連結シート３
５を介してパンツ２１に取り付けられる。
【００５３】
　物品２０Ａ，２０Ｂでは、第２連結シート４７の下面にフック部材５８，５９が取り付
けられているが、フック部材５８，５９に代えて第２連結シート４７の下面に感圧型接着
剤を塗布することもできる。感圧型接着剤を塗布する場合は、接着剤が剥離紙に被覆保護
されている必要がある。物品２０Ａ，２０Ｂでは、第１連結シート３５にスリット３８が
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形成されているが、スリット３８に代えて第１連結シート３５に横方向へ長い楕円形の開
口（挿入口）を形成することもできる。パンツ２１は、不織布ではなく、織物や編物から
作られていてもよい。第１開口４５は、パッド２２の前域４２と中間域４３とに形成され
ているが、それら域４２，４３のうちの少なくとも中間域４３に形成されていればよい。
【００５４】
　物品２０Ａは、台紙４９に取り付けられた透水性シート７３が弾性的な伸縮性を有する
繊維不織布から形成されていてもよい。透水性シート７３が伸縮性の繊維不織布から形成
される場合は、弾性部材７６の取り付けを省くことができる。透水性シート７３には、親
水処理が施されていることが好ましい。また、物品２０Ａでは、台紙４９に透水性シート
７３が取り付けられていなくてもよい。
【００５５】
　上部シート３９と下部シート４０とには、複合シートの他に、疎水性繊維不織布、通気
不透液性プラスチックフィルム、２枚以上の疎水性繊維不織布をラミネートした複合不織
布のいずれかを使用することもできる。第１連結シート３５には、伸縮性繊維不織布の他
に、非伸縮性かつ疎水性繊維不織布、通気不透液性プラスチックフィルム、非伸縮性かつ
疎水性繊維不織布と通気不透液性プラスチックフィルムとをラミネートした複合シート、
２枚以上の非伸縮性かつ疎水性繊維不織布をラミネートした複合不織布のいずれかを使用
することもできる。第２連結シート４７には、ウレタンフォームの他に、伸縮性かつ疎水
性繊維不織布、非伸縮性かつ疎水性繊維不織布、通気不透液性プラスチックフィルム、非
伸縮性かつ疎水性繊維不織布と通気不透液性プラスチックフィルムとをラミネートした複
合シート、２枚以上の非伸縮性かつ疎水性繊維不織布をラミネートした複合不織布のいず
れかを使用することもできる。上下部シート３９，４０や第１および第２連結シート３５
，４７には、高い耐水性を有するメルトブローン不織布の両面または片面に高い強度と良
好な柔軟性とを有するスパンボンド不織布を重ね合わせた複合不織布（ＳＭ不織布、ＳＭ
Ｓ不織布、ＳＭＭＳ不織布）を使用することもできる。
【００５６】
　繊維不織布には、スパンレース、ニードルパンチ、メルトブローン、サーマルボンド、
スパンボンド、ケミカルボンドの各製法により製造された不織布を使用することができる
。不織布の構成繊維には、ポリエステル系、ポリアクリロニトリル系、ポリ塩化ビニル系
、ポリエチレン系、ポリプロピレン系、ポリスチレン系を使用することができる。構成繊
維には、芯鞘型複合繊維、並列型複合繊維、異型中空繊維、微多孔繊維、接合型複合繊維
を使用することもできる。
【００５７】
　第１連結シート３５を形成する伸縮性繊維不織布には、メルトブローンやスパンボンド
の各製法により製造されたものを使用することができる。伸縮性繊維不織布の構成繊維に
は、熱可塑性エラストマー樹脂を溶融、紡糸した伸縮性繊維を使用することができる。第
１連結シート３５には、熱可塑性エラストマー樹脂繊維から形成された親水性かつ伸縮性
繊維不織布の少なくとも片面に、ポリプロピレン、ポリエチレン、ポリエステルのいずれ
かの熱可塑性合成樹脂を溶融、紡糸した捲縮繊維から形成された親水性繊維不織布を重ね
合わせた複合不織布を使用することもできる。
【００５８】
　台紙４９には、バージン紙または古紙を使用することができる。バージン紙や古紙に特
に限定はなく、アート紙、色板紙、コート紙、クラフト紙、グラシン紙、ケント紙、建材
原紙、コットンペーパー、上質紙、中質紙、白板紙、図画用紙、防湿紙、ボンド紙、マー
ブル紙、チップボール、化粧板原紙、再生紙等を使用することができる。
【００５９】
　上下部シート３９，４０どうしの固着、上部シート３０に対する台紙４９の固着、下部
シート４０に対するコア４１の接合、台紙４９に対する透水性シート７３の固着、透水性
シート７３に対する弾性部材７６の固着には、接着剤、または、ヒートシールやソニック
シール等の熱による溶着手段を利用することができる。接着剤には、ホットメルト型接着
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剤やアクリル系接着剤、ゴム系接着剤を使用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】パンツを破断した状態で示す着用物品の斜視図。
【図２】パンツの部分破断斜視図。
【図３】前域の側から示す排泄物収容パッドの部分破断斜視図。
【図４】後域の側から示すパッドの部分破断斜視図。
【図５】パッドから台紙と第２連結シートとを分離した状態で示す分解斜視図。
【図６】図４の６－６線矢視断面図。
【図７】図４の７－７線矢視断面図。
【図８】図１の８－８線矢視断面図。
【図９】図８の拡大図。
【図１０】パンツを破断した状態で示す他の一例の着用物品の斜視図。
【図１１】前域の側から示す他の一例の排泄物収容パッドの部分破断斜視図。
【図１２】後域の側から示すパッドの部分破断斜視図。
【図１３】パッドから第２連結シートを分離した状態で示す分解斜視図。
【図１４】図１０の１４－１４線矢視断面図。
【図１５】図１４の拡大図。
【符号の説明】
【００６１】
　２０Ａ　　着用物品
　２０Ｂ　　着用物品
　２１　　パンツ
　２２　　排泄物収容パッド
　２３　　前胴周り域
　２４　　股下域
　２５　　後胴周り域
　２９　　胴周り開口
　３０　　脚周り開口
　３１　　周縁部
　３５　　第１連結シート
　３６　　固定両端部
　３７　　自由中間部
　３８　　スリット（挿入部）
　３９　　不透液性上部シート
　４０　　不透液性下部シート
　４１　　吸液性コア
　４２　　前域
　４３　　中間域
　４４　　後域
　４５　　第１開口
　４６　　空間
　４７　　第２連結シート
　４８　　開口周縁部
　５５　　固定内周縁部
　５６　　自由前部
　５７　　自由後部
　５８　　フック部材（止着手段）
　５９　　フック部材（止着手段）
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】
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